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❖国見地区自治会連合会 

総会 

12月 17日(土)、国見公民館にて国見地区自治会連合会の定期総会が各自治会の三役１５名

(うち２名は委任状)が出席し開催されました。来賓祝辞で松田県議から糸崎町地係の国道３０

５号線カーブ改修工事、国道４１６号線と３０５号線の接続工事の進捗状況や完成予定等の地

域に係る県政報告がありました。松井館長も来賓として出席し、自治会連合会と公民館との連

携をお願いしました。その後、令和４年度の事業及び決算が報告され、令和５年度の事業計画

及び予算が審議されました。過去２年間は年会費￥４，０８０円／世帯で事業を実施し、コロ

ナ感染症の影響で実施できなかった事業があったため繰越金が残ったが、今後数年後の見通し

では、年会費の値上げもやむを得ない状況になることが報告されました。それに対して、会費

の値上げには各自治会とも抵抗感があるので、支出の節約も必要という意見も出されました。 

第３号議案で会則の改正が提案され、構成員に関連団体の代表も加えることで可決されまし

た。これは、地区内で各種の事業実施を担っている関連団体と自治会連合会の連携を円滑にす

ることを目的の改正です。 

定例区長会 

定例区長会(１月１１日(水)午後)の主な検討事項は次のとおりでした。 

①本年度から市道の除排雪体制が強化され、地区内市道の一部をマーレファクトリーに委

託。重機が入れない幅員が狭い部分については市役所道路課と協議中です。 

②故障している地区サイレンは地区にとって不可欠で、市の財政支援の有無に拘わらず修理

する方針です。 

③市議会議員選挙対応として各町内からの市政要望事項を次回区長会までに一般地区民から

の分も併せて募集します。 

④連合会から地区内各種団体への助成金について、対象団体の繰越金が助成額の２倍以上の

場合は支援がなくなります。 

 

❖公民館に立派な門松 
毎年、年末に国見公民館の玄関先

の軒下に立派な門松が飾られます。

これは地区自治会連合会長の水上日

出美さん(小丹生町)と地区社会福祉

協議会長の刀祢茂美さん(同)の手作

りです。今回もお二人が地元の山か

ら材料の松や竹等を切り出し、１２

月２０日頃に作成したものです。ま

た、玄関ホール内にはミニ門松が飾

られていますが、こちらは川畑良輔

さん(鮎川町)の手作りで、海の漂着

ゴミ等を巧みに活用してあります。

提供していただいた皆様、ありがと

うございました。 

 

 

❖あけましておめでとうございます 
皆さまあけましておめでとうございます。本年もど

うぞ国見公民館をよろしくお願いします。今年も国見

公民館では、地区の皆さまに寄り添う運営を心がけて

いきます。また毎月発刊しているこの公民館だよりで

は、地区、公民館での出来事または行事の予告を行い、

地区民の皆さまに情報周知徹底に努めていきます。 
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❖ライフジャケット贈呈式 
１月１０日(火)に青少年育成福井市民会議

国見支部から国見小学校へライフジャケット 2

着を寄贈し、同日贈呈式が行われました。小

学校のライフジャケットも傷んできているた

め、万が一の災害備えて昨年度から寄贈して

います。支部長を兼ねている松井館長から小

学校を代表して 2名の生徒がライフジャケッ

トを受け取り、感謝の言葉を伝えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後開催予定のイベント等 

 

１月２７日（金）・・・館長公募締め切り           ２月 ５日（日）・・・男女共同参画推進員 研修会   

２月１２日（日）・・・自主防災組織連絡協議会 総会  ２月２６日（日）・・・実年会 歴史講演会 

３月 ２日（木）・・・将来の夢を語ろう           ３月 ７日（火）・・・すこやか学級閉講式  

３月１９日（日）・・・国見地区はたちのつどい       ３月２６日（日）・・・第 5回公民館運営審議委員会 

 

このたよりについてのお問合せ・・・国見公民館 （0776）88-2004 

❖市町災害時対応力強化研修 
１２月２０日(火)、県が主催する令和４年市町災害時対応力強化研修がオンラインで開催さ

れ、内閣府個別避難計画作成アドバイザリーボード委員である福井大学名誉教授の酒井明子先

生の講義を松井館長が聴講しました。市町の努力義務となっている個別避難計画の樹立の推進

には、市役所庁内の連携が必要であり、関係する各部署が他人事だと思わずに真剣に対応する

必要があります。さらに地域においては、関係団体等との庁外連携も重要です。各個人におい

ては自助や互助で避難が困難な場合に地域の支援を得て個人避難計画を作成しておくと良いで

しょう。また個人避難計画作成を指導する場合、優先度の考え方が重要です。さらに福祉避難

所の設置についても計画し、要支援避難者は直接福祉避難所へ避難できることが重要です。国

見地区においても、国見型グループ避難を尊重しつつ、要支援度の高い者については、他市町

の例を参考に個別避難計画樹立を指導していく必要性を感じました。 

 

 
❖冬休みワイワイ広場 

１２月２７日(火)に公民館の大ホールで「冬

休みワイワイ広場が開催され、地区内外の小学

生１５名が参加してくれました。開催内容は、

小丹生町在住の版画家“おさの なおこ”さん

を講師に迎え、、年賀状に使えるはんこ作りを

しました。参加してくれた児童は、今年の干支

であるウサギや縁起物など、思い思いの絵を描

き、それを丁寧に掘り出して、素敵なオリジナ

ルはんこを作っていました。 

 

 


